




行されている 『国際文化論集』 に発表した1)｡ それらの中で, 私はすでに
この現象が発生する条件をいくつか示唆したが, それらの考察には必ずし
も整合性や一貫性が認められないことを私自身率直に認めておかなければ
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ジョン・ダワーの 『敗戦を抱きしめて』2) は, 私が戦後日本におけるモン
タペルティ現象と見なしている状況をくわしく論じた著作であった｡ ある
いは, シヴェルブシュが 『敗戦の文化 敗戦トラウマ・回復・再生』3)で
行ったような視点からの敗戦後の精神的変化を追跡した考察や, 入江隆則
が長期にわたって産経新聞社の 『正論』 に連載していた一連の考察がまと








少し話は変わるが, ｢人間万事塞翁が馬｣ と並んで, 年を経る毎に私が
その深い含蓄に感銘を覚えている諺らしきものの一つに, ｢例外は法則を














末7) には, クラウゼヴィッツの 『戦争論』 を筆頭に282点の日本語, 英語,
フランス語の参考文献が列挙されているのであるが, その中で ｢敗戦｣ と
いうことばを含むタイトルの書物は, 参謀本部所蔵 『敗戦の記録』 と江藤
淳 『落葉の掃き寄せ 敗戦・占領・検閲と文学 』 のわずか二点に過
ぎず, そのタイトルからしていずれも私の推測を否定するものではない｡
また日本では, ｢敗戦｣ の代わりに ｢終戦｣ ということばが用いられる場
合が多いのだが, 実はそうした用語を用いていること自体が, 現代日本の
敗戦だけを扱っていることを自ら表明しているものと思われ, 事実外務省
編 『終戦史録 全六卷』 以下を個別に検討してもその推測は当てはまるの
で, 当然私が期待するような敗戦の効果を論じたものではない｡ それより
もむしろ, 敗戦をタイトルには用いていない, ブートゥールとキャレール
の共著 『戦争の社会学』, レイモン・アロン 『戦争を考える』, ボールディ
ング 『紛争の一般理論』, ケインズ 『講和の経済的帰結』 などといった一
連の翻訳や Kecskemetiの “Strategic Surrender” などの方がまだしも私が
求めている敗戦研究により近いのではないかと思われるが, どれを取って
も敗戦の効果と真正面から取り組んだ普遍的な研究からは程遠いことは明






















の項目の内, 318件まではほぼそのタイトルに ｢敗戦｣ ということばを含
んでいたが, それ以後はそのことばを含まなくなり, その分次第に敗戦と
の直接的な関連は薄らいでいて, たとえば 『日本国憲法』 や 『麻雀放浪記』








































遍的に考察するために, さらにハードルを低くして, ｢敗戦が (損失だけ
をもたらしているわけではなく), 経済・文化・歴史的に見て, 敗北した
側の関係者の多数に好ましい結果をもたらしていると見られる現象｣ 程度
のゆるやかな意味を与えておきたい, と考えている｡ というのは, ｢繁栄｣
などという要件をつけると, 当然何をもって ｢繁栄｣ と見なすかという判
断基準の問題が発生することが予想され, そうでなくとも数量的な資料が
圧倒的に不足している過去の大半の時代に関して論じることが困難になる

























































ある諺を例に取ると, あるいは ｢負けるが勝ち｣ ということばあたりが一
見こうした事態に対応していることばのようにも感じられるが, 『広辞
苑』14) によると, それは ｢強いて争わず, 相手に勝ちを譲るのが結局は勝




合を表す ｢雨降って地固まる｣, ｢怪我の功名｣, ｢焼け太り｣ などといった








調べてみると, ｢負けるが勝ち｣ と ｢火事場の馬鹿力｣ はそのことば自体
が記載されておらず, ｢雨降って地固まる｣ は ｢鎮まる｣ の項目に含まれ
ていて, ｢安定｣ や ｢鎮静｣ の類語, ｢怪我の功名｣ は ｢良い｣ の項目に含
まれていて, ｢良縁｣ や ｢無病息災｣ の類語, ｢焼け太り｣ は ｢稼ぐ｣ の項
目に含まれていて, ｢海老で鯛を釣る｣ や ｢一山当てる｣ などの類語と見
なされている｡ さらに ｢臥薪嘗胆｣ となると ｢苦しむ｣ の項目に含まれて





間万事塞翁が馬｣ とか, ｢禍福はあざなえる縄のごとし｣ などの方がまだ































































味することである｡ ただし史実を検証する際, 独自の視点に立つ以上, そ
の解釈をめぐって多少定説からの逸脱があるかも知れないが, その場合は
お許しいただきたい｡







ことにする｡ その書物とは, 古い順に, Ａ. 遠山美津男著 『白村江 古代
東アジア大戦の謎』1), Ｂ. 森公章著 『｢白村江｣ 以後 国家危機と東アジ






























































両軍の兵力について, 前述の書物Ａは 『日本書記』 より唐水軍170艘, 『三





























































































年の５月に唐使は武器, 布, 棉を携えて帰国しており35), 結果的に倭国は
朝鮮への出兵を断ったことになる｡ 実はこの唐使が来朝した翌月にあたる
671年12月に天智大王が死去しており36), 当面倭国では海外派兵どころで
























の戦いと壬申の乱 唐初期の朝鮮三国と日本』41) のように, タイトルその
ものが二つの戦いの関連を示唆している書物さえ存在しており, あるいは




も知れない｡ しかし実際にそれらの書物に当たって見ると, 前者は 『日本
書記』 の記述から大きく離れた推測を重ねながら, 天智と天武との兄弟関
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われるが, 書物Ｃの編者自身が執筆した天武天皇即位以降の項目の見出し
を列挙しただけでも, 天皇号の成立, 飛鳥浄御原宮造営, 天皇権威の創成,
部民制の廃止, 中央官制の整備, 飛鳥浄御原令の編纂, 八色の姓と新冠位
制定, 歴史書編纂と日本語の表記などがあり50), まだ完成からはほど遠い
としても, 少なくとも 『日本書記』 や 『古事記』 の編纂が企画されたのも
その治世であった｡ その在位はわずか足掛け14年だったことを考えると信
じ難いほどの実り多い歳月であり, この時期を境に倭国は日本となり, 大
王 (おおきみ) が天皇になったとされていて, まさに我が国を一新させた
時代であった｡











































る例が存在している｡ すでに記したとおり, 白村江の戦いの場合, 我が国
はあまりにも安易に参戦しているという印象が否めないが, そうした決断
















































包囲した｡ 冒頓の温情でかろうじて脱出した後, 高祖は漢の公主 (皇室の





















一応和約とされていて, １. 宋は遼に毎年絹10万匹, 銀20万両を送る, ２.

























は, １. 国境の画定, ２. 宋の皇帝は金の皇帝の臣下として毎年使節を派





























































































ある｡ この点に関しても, ダンテの 『神曲』 はきわめて興味深い事実を伝
えている｡ 石鍋真澄著の 『聖母の都市シエナ……』 は, 『地獄篇』 の第29
歌から９行の詩句を引用した後, ｢ここに名をあげられた者たちは, 市で
最も富裕だったサリンベーニ家の一員らと考えられているが, 一〇人あま






の建物が残っており, ｢ラ・コンスーマ (浪費宮)｣ と呼ばれている｣5) と






























































































かったボッカッチョが 『デカメロン』 第一日, 第一話で登場人物に語らせ
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しようとしても, かつてのマンフレーディ王のように支援が期待できる相













































































持ち得なかったらしい｡ その上, サリンベーニ, トロメーイ, ボンシニ




















































５. ｢ノーヴェ体制｣ が実現した善政の具体的な中身に関しては, 先に挙
げたウィリアム・Ｍ・バウスキーや石鍋眞澄の著書にくわしく記されて
いる｡ 今日のシエナはこの時期に形成されたと言っても過言ではないと












で残されている｡ たとえば石鍋真澄の著書の目次60) を開くと, 第一部は
｢都市国家｣ と題され三つの章でこれまで本章が論じて来た事柄が, も
ちろん別の視点から論じられている｡ 続く第二部の ｢都市建設｣ の部分
は, ｢第四章 城壁・道路・フォンテ｣, ｢第五章 大聖堂｣, ｢第六章






ある62)｡ さらに ｢第三部 美術作品｣ の ｢第七章 マエスタ (荘厳の聖
母)｣, ｢第八章 正義を愛せ｣, ｢第九章 ブオン・ゴヴェルノ (善き政














































































































考えられる｡ この波は, 一六〇〇年頃千二百万人, 一七二一年三千百万人












































問が当然提出されるであろう｡ こうして本論の ｢はじめに｣ において, 私

















にしておきながら, 日・独・伊三国の場合は, 第二次世界大戦という, 数
年間にわたって世界のかなりの部分を巻きこんだ一連の戦争に関して, た







































図がはっきりするであろう｣8) と記されているが, 筆者のいう ｢敗北した




















































刊行された ｢新書・江戸時代｣ シリーズの第３巻, 佐藤常雄＋大石慎三郎







先の著書から ｢暗黒史観｣ との対決を期待しては失望するはずである｡ そ
こで私にとってなつかしい ｢江戸暗黒史観｣ やそれに類するものが派手に
叩かれているのは, 主に表紙や裏表紙の部分に限られていて, その中身で
は最も ｢暗黒史観｣ に関連が深そうな ｢３ 農民は貧しかったか｣ の章






に提出しているのである｡ だからなつかしい ｢江戸暗黒史観｣ がこてんぱ
んにされるのを期待していた私のような読者は, いささか期待はずれな感































例として, 一六一四, 一五 (慶長十九, 二十) 年の大坂の陣, 一六三七,
三八 (寛永十四, 十五) 年の島原の乱, そして幕末の異国船警戒のため




















己的な動機ばかりが強調されている, 前田, 黒田, 池田, 加藤, 山内な
どといった旧豊臣家臣の大名家の家康加担にも, 一日も早く長期安定政
権を成立させて, 戦乱の時代の幕を引きたいという, この時代の日本人




２. 江戸幕府成立を決定付けた関が原の戦い (1600年９月15日) には, そ
の後の江戸幕府の性格を決定付けた重要な特長が認められるようである｡

























るだろう｡ こうして, 江戸時代全体を通じて, それぞれの藩が独自の方
針で統治できることになったわけである｡ その後力をつけた幕府によっ






















































一文が続く｡ 普通 ｢新田開発｣ と呼ばれている江戸時代前期の耕地開発
は, 幕府, 諸藩, 土豪, 商人, そして農民自身の手で進められ, それよ
りも長く続いた戦国時代の1.86倍の規模におよんでいるのである｡ もち
ろんこの時代の開発事業は新田に限られていたわけではなく, 大小様々


















成した直後に, 全国的にはげしい凶作が農村をおそった (寛永飢饉)｡ と
くに, 小農民たちは打撃をうけ, 農村は荒れはてた｡ 年貢を確保できなく
なることをおそれた幕府は, 田畑を売買することを禁じ (永代売禁令),
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それまでの農政を修正して, 衣食住にわたって農民の生活を細かく定め,
農業生産を高めるための手だてをし, 援助をした｡ また大名や旗本に, そ
れぞれの領地の農民の支配と管理を入念にするように命じた｡ 幕府や大名
たちは潅漑用水の整備や新田の開発をするなど, 農業の振興に力をそそい
だ｡ 大名や旗本たちにとって, その領地を安定的に治めることが, 将軍に
対する忠義ともなった｡ 加賀前田領の改作法などは, その大名の農政の代
表的なものであった｡ ようやく危機から立ち直った小農民たちの, その後








































で読んだマルコ・ポーロの 『東方見聞録』31) 程度に過ぎないのだが, この
時代を知るためのニュース・ソースとして杖とも柱とも頼むマルコ・ポー
ロの存在自体が, 杉山正明著 『クビライの挑戦 モンゴル海上帝国への
道』32) や同じ著者による, 『モンゴル帝国の興亡 (上) 軍事拡大の時代』33)
および 『モンゴル帝国の興亡 (下) 世界経営の時代』34) などにおいて疑問
視されているのだから, はなはだ心細いと言わざるを得ない｡ と言っても,
ジェノヴァの捕虜を収容する牢屋で, マルコ・ポーロが語った事柄を, ピ
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サ人の捕虜仲間ルスティケッロがイタリア語なまりのフランス語で記した







も, 『百万』 は信頼できる資料として用いられている38)｡ さらにイタリア
史研究の権威ジョン・ラーナーも, マルコ・ポーロについて立派な研究書
を刊行しており, その翻訳が近年日本でも出版されている39)｡ 私個人とし













た際の襄陽と樊城の陥落41) (1273) から鄂州の接収42) (1274) や賈似道の蕪
湖の敗戦43) (1275) を経て臨安無血入城44) にいたる一連の戦い全体を ｢敗
国際文化論集 №42
― ―66
戦｣ と見なし, かつての南宋の国民全員を ｢敗戦した側の関係者｣ と見な
すならば, この敗戦によってかつての南宋の国民の多数の間に好ましい結
果がもたらされていたこと, すなわちモンタペルティ現象が発生していた
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生活に貢献したことは疑いの余地がないものと思われる｡






























る税収は, その土地でその土地のために使ってしまう｡ これが, クビラ
イ政権の基本スタンスであった｡｣52) さらに同書では, クビライ政権が通
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The Montaperti Phenomenon
in the History of the World
Yoshiaki YONEYAMA
In the introduction, I point out that the good effects of defeat are too much
underestimated. To account for this fault, I extend the concept of the
Montaperti Phenomenon (M. P.), and define it as a phenomenon which brings
favorable results to the majority of the losers of a war or their adherents.
In chapter 1, I treat cases in which the M. P. happened singly, and give as
the first example the effects of the defeat of the navy of Wakoku (old Japan)
at Baeg-chong-gang in Korea (663). After the defeat, Wakoku construcked a
defense system, and prepared for attack by Tang and Silla. Besides, there
took place the rebellion of Jinshin, and the new Emperor Temmu reformed the
constitution of Wakoku drastically, changing Wakoku into Nippon (new
Japan). Thus the defeat in Korea brought good effects to the history of Japan.
I also show several other examples of this type of M. P.
In chapter 2, I treat cases in which the M. P. happened doubly. First I
choose the case of Siena after the defeat at Colle di Val’Elsa. This defeat
changed Siena drastically and brought about the Goverment of the Nine, which
governed the city very well and developed it into one of the most charming
cities in the world. The M. P. in Siena followed that of medieval Firenze,
about which I have written several times.
In chapter 3, I suggest that when a closed area is conquered by a strong
power, if the power chooses a policy of endurance, there occurrs often the M.
P. To test this hypothesis, I show the examples of the Edo Bakufu and the
Mongol Empire.
Thus, I prove the importance of the good effects of defeats, which were
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sometimes indispensable for the building of civilizations.
